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1.はじめに
人間関係の修復維持を目的とする謝罪は，社会関係の重要な部分を担う行為であり（Goffman
1971;Brown& Levinson1987），人々は社会生活の中で頻繁にこれを行うが，その一方で謝罪は共通
の言語文化を持つ話者同士でも円滑に行うことは難しい発話行為とされている。また，謝罪は各言語
文化の価値観や規範に密接に結びついているために，異言語異文化を持つ話者の間で行うことはさ
らに難しく，重大な誤解問題の原因となることが指摘されている。これらの問題意識を踏まえ，謝
罪が必要となる理由，ストラテジー選択，謝罪に影響を与える変数，謝罪の効果などについて異文化
間比較を行った研究が多数報告され，様々な文化間の差異が報告されている（Barnlund& Yoshioka
1990;Blum-Kulka,House& Kasper1989;金 2012;杉本 1997;Sugimoto1999;Tanaka1991;Wagner
2004）。
これらの研究のほとんどは発話行為理論を理論的枠組みとし，謝罪の普遍的な適切性条件を定義し
た上で，それを前提として質問紙，談話完成テスト，またロールプレイなどによってデータ収集を行
っている。つまり謝罪という発話行為は普遍的なものであり適切性条件によって定義ができるが，そ
の運用面では異なった文化の規範や価値観の影響を受けているという考え方である。しかし，何を謝
罪の適切性条件と考えるかはまだ研究者の間にも確固としたコンセンサスは無い。また，どのような
適切性条件を想定したとしても，実際の使用場面ではそれに当てはまらない謝罪が多くみられ，調査
の対象を限ってしまうことで日常生活における多くの謝罪行為を排除する結果になっていることが指
摘されている（Thomas1995;大谷 2008）。また，謝罪のような発話行為には必ずしも普遍性は認めら
れず，異文化の間には謝罪という行為そのものにずれがあるのではないかと考える研究者もいる（池
田 1993;Kumagai1993;中田 1989;大谷 2002）。BeanandJohnstone（1994）は英語における謝罪に
は，非常に慣用的で主に会話管理（conversationmanagement）を目的とするものから実際に相手に損
害を与えた場合の真摯な謝罪までが存在することを指摘し，一言語の中においても謝罪行為には幅広
い機能があり，その適切性条件もその機能により異なる可能性があることを示唆した。
2.研究の目的調査方法
この研究の目的は日米の謝罪表現の差異を明らかにすることだが，その方法として謝罪の適切性条
件を最初に定義し，それに基づいてデータ収集を行うことは避ける。その代わりに，日本語，及び英
語で謝罪定型表現と考えられているものが実際の会話の中でどのような機能を果たしているのかを客
観的に記述し，その上で日米の違いを分析していくことを目的とする。これはBeanandJohnstone
（1994）や大谷（2000）がとった研究手法であるが，謝罪行為を理論的に定義してそれによりデータ
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収集を制限するのではなく，謝罪定型表現という言語形式を入口とし幅広くその使用状況を記述し，
日米を比較することにより異文化間に存在する謝罪行為のずれを理解しようとする探索的な研究であ
る。
データ収集方法としては，まず日米の謝罪定型表現使用の例を日本語及び英語のアニメ映画とテレ
ビドラマのオリジナル言語版から収集し，その機能発話状況を比較する。映画やドラマの会話は脚
本家の主観を通したもので完全に自然なデータとは言えないが（水本 2010;下條 2007），様々な発話
状況での採取が容易であること，また小説などに比べてもより自然な発話に近いと考えられるためで
ある（佐藤 2011）。さらにこのオリジナル版で採取した謝罪定型表現を吹き替え版と詳しく比較する
ことによって二言語間の差異を違った角度から検証する。
二言語間の謝罪表現使用の差異の例をオリジナル版の比較だけではなく，オリジナル版と吹き替え
版の比較にも求めたのは，翻訳，特に商業的な映画やドラマの吹き替え翻訳においてはNida（1964）
の言うところの「翻訳の機能等価論」が比較的忠実に実行されているからである。これは，翻訳の過
程において，発話者の意図，言語表現の意味機能を把握した上でそれを目標言語で同じ効果を持つ
表現に移し替えることを指す。これを可能にするためには，翻訳者は起点言語，目標言語の知識だけ
でなく，それぞれの文化を熟知し「文化の翻訳」（ブラネン澤登 1988,p.5）をすることが求められ
る。謝罪という発話行為の翻訳においても，起点言語の直訳ではなく，日本語に翻訳する場合には日
本における謝罪のルール，英語に翻訳する場合には英語における謝罪のルールに基づいた意訳が求め
られるため，吹き替え翻訳は謝罪という発話行為の文化差を分析する際の有効な言語資料となり得る。
これまでも外国と日本の映画，テレビドラマで使用される謝罪行為のデータを客観的に収集し，そ
の機能ストラテジーの異文化間比較を行った研究はあり，興味深い結果が報告されている（大谷
2000;金 2012）。ただし，これらの研究では，異なった作品を比較するといった研究手法の性質上，
まったく同一の発話状況での謝罪行為の比較とは言えない。本研究はオリジナル言語版の日英比較だ
けではなく，さらにそれと吹き替え版という全く同じ発話状況での二言語における使用例比較を行う
点で，文脈依存の非常に高い謝罪行為の異文化間比較研究としての意義があるものと考える。また，
本研究の資料として字幕ではなく吹き替え版を選択したのは，字幕は書きことばであり，またスクリ
ーンのスペース上の制約があるためにオリジナル版における言語情報のかなりの部分が変更あるいは
削除される危険性があるため，本研究の目的にそぐわないと判断したからである。
謝罪の定型表現としては，今回使用する映画ドラマの中で使用された表現をすべて取り上げる。
英語では ・I・m sorry・・Iapologize・・Excuseme・・Thisismyfault・・Ifeelawful,・など，
日本語では「ごめんなさい」「悪かった」「すみません」「申し訳ありません」とそれの変形表現など
（「ごめん」「すまん」「悪い」など）である。まず，日本語英語のオリジナル言語版に出現する謝罪定
型表現をすべて書き出し，それらがどのような機能を持っているかを分析し比較した。また，日本文
化では人間関係が言語使用に複雑な影響を及ぼすため（井出 2006;Matsumoto1988;三宅 1993），話
し手の性別，話し手聞き手の関係（上下の立場，ウチソトヨソ）なども考慮に入れ，より詳しい
分析を試みた。その上でオリジナル版に出現する謝罪定型表現に対応する謝罪表現が吹き替え版に使
用されているかどうかを確認し，存在しないケースを記録した。また，吹き替え版に謝罪表現がある
にもかかわらず，オリジナル版で謝罪表現が使用されていないケースも多数存在したため，それも全
て記録し異なった角度からの詳しい分析を試みた。
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今回データ収集に用いた映画，テレビドラマは以下の通りである。
a.日本語から英語への吹き替え資料
『紅の豚』［DVD］宮崎駿監督 ウォルトディズニースタジオホームエンターテイ
メント 1992（1時間33分）
『となりのトトロ』［DVD］宮崎駿監督 ブエナビスタホームエンターテイメント
2001（1時間28分）
『ハウルの動く城』［DVD］宮崎駿監督 ブエナビスタホームエンターテイメント
2001（1時間59分）
『魔女の宅急便』［DVD］宮崎駿監督 ウォルトディズニースタジオホームエンタ
ーテイメント 1989（1時間42分）
b.英語から日本語への吹き替え資料
ToyStory［DVD］ジョンラセター監督 ウォルトディズニースタジオホーム
エンターテイメント 2006（1時間21分）
Madagascar［DVD］エリックダーネル監督 パラマウントジャパン株式会社 2005
（1時間26分）
BrothersandSisters（Season1）［DVD］ウォルトディズニースタジオホームエ
ンターテイメント 2006（45分×23話）
日本語の作品で英語の吹き替え版が容易に手に入るものは非常に数が少なく，テレビドラマでは皆
無であったため，今回は日本語の資料としては日本国内で市販されているジブリのアニメのうち英語
の吹き替えがあるものを全て使用した。また，英語の資料としてはアニメ2本の他にテレビドラマの
BrothersandSistersも使用した。これは英語のアニメの中に謝罪表現のサンプルが非常に少なかっ
たためである。BrothersandSistersは登場人物の年齢が幼い子供から老人まで幅広く，また場面も
家庭内や職場内など多様で様々な日常的な会話サンプルが収集できるからである。日本語の英語吹き
替え作品の数が少ないため，結果として英語資料（合計200時間2分）と日本語資料（合計6時間47分）
のデータ量に大きな違いが出たが今回はデータ量を均一にすることはせず，探索的な調査とした。
3.分析結果と考察
記録した謝罪定型表現は，佐藤（2011），BeanandJohnstone（1994），BorkinandReinhart
（1978）,LongmanDictionaryofContemporaryEnglish,5th Edition（2009）などを参考に次の機
能に分類した。
a.謝罪
発話行為論で言うところの謝罪の適切性条件を満たしたもので，対象が話し手による過去の
行為であり，話し手がそれによって聞き手が被害を受けたと信じ，悔いる気持ちを表してい
るものをいう。
b.感謝
話し手が聞き手の過去の行為により利益を受けたと信じ，その気持ちを表しているものをい
う。
例:（相手に何かをしてもらった時に）「悪いね」「どうもすみません」
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c.同情遺憾
相手が経験したことに対して同情の気持ちを表しているものや，自分の過去の行為に対して
後悔や遺憾の気持ちを表しているものをいう。
例:・MyGod,I・m sosorry.・
d.聞き返し
相手が言ったことに対して反復するよう促すものをいう。
例:・Excuseme?・・I・m sorry?・
e.注意喚起
会話を始めるときなど，相手に呼びかけ注意を喚起したいときに使うものをいう。
例:（店で店員に）「すみません，これを下さい」
（見知らぬ人に）・Excuseme.Couldyoutelmethewaytothestation?・
f.軽微なマナー違反
軽微なマナー違反（会話の中断，場の中座，軽い身体接触，軽い領域侵害など）を犯して謝罪し
たり，これから犯すときに相手の了解を得るために使うものをいう。
例:（相手に軽くぶつかった場合）・I・m sorry.・「すみません」
（電車で降りる際にドアの前に立っている人に）・Excuseme.・「すみません」
g.前置き
聞き手への依頼，断り却下，反対意見の表明など，聞き手にとって好ましくない事柄に言
及する前置きとして使われるものをいう。謝罪表現そのものは前置きであり，あとに続く依
頼，断り却下，反対意見の表明などが本題である。
例:（依頼）「すみませんが，それを取っていただけますか」
（断り却下）・SorryIcan・t.Ihaveameetingtogoto.・
（反対意見の表明）・I・m sorry,butI・m notsureIagreewithyou.・
3.1 日英オリジナル言語版における謝罪定型表現の比較
最初に日英オリジナル版に出現した謝罪定型表現を機能別にまとめた結果を表1に示した。まず，
日本語オリジナル版と英語オリジナル版における差異を調べるために，謝罪定型表現の機能別出現頻
度にカイ二乗検定を行ったところ統計的な有意差が認められた（χ2＝65.867,df＝9,**p＜0.01）。
まず顕著な差として日本語オリジナル版では全体の22.9％にあたる8例の使用が認められる「感
謝」の機能が，英語では0.5％にあたる1例のみであることが挙げられる。日本語において謝罪表現
が感謝の機能で使用されることは多くの研究者が報告している（金田一1987;坂本 1999;佐藤 2011;ス
ィリラット 2011;三宅1993;森山 1999;山本 2003）。もともと感謝と謝罪という発話行為には共通点が
多く，金田一（1987）は感謝表現，謝罪表現は双方とも「補償のあいさつ」であると定義し，また三
宅（1993）も言語を問わず感謝には相手の負担を気遣う気持ちが含まれていると述べている。非常に
近い関係にある謝罪表現と感謝表現であるが，日本語では相手に負担がかかった場合にはそこに重点
をおき，謝罪表現が使用される確率が高いことが報告されており，今回の結果もそれを裏付けるもの
である。
さらに詳しく分析するために，日英オリジナル版で出現した感謝機能を持つ謝罪表現がどのような
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発話条件で使用されたかを表2にまとめた。三宅（1993）は日本語においては相手が自分よりも上の
立場であるとき，またソトの人間である場合に感謝表現より謝罪表現が好まれることを報告している
が，今回のデータでもその傾向は見受けられた。日本語で感謝表現の代わりに謝罪表現が使用された
のは8例だが，その中で7例までは聞き手が話し手にとって上の立場かソトの関係にある場合であっ
た。唯一聞き手が話し手にとって下の立場でウチの関係にあったのが表2の（2）の例である。
（2）［バス停まで迎えにきた娘に］
父親:すまんすまん
Howniceofyoutomeetme.
（『となりのトトロ』54:30）
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表1 謝罪定型表現の日英使用比較（オリジナル言語版）
日本語オリジナル版 英語オリジナル版
謝罪 23（65.7％） 123（58.3％）
感謝 8（22.9％） 1（0.5％）
同情遺憾 0 23（10.9％）
聞き返し 0 6（2.8％）
注意喚起 0 2（0.9％）
軽微なマナー違反 0 35（16.6％）
前置き 依頼 2（5.7％） 0
断り 2（5.7％） 9（4.3％）
反対意見 0 7（3.3％）
その他言い難い事柄 0 5（2.4％）
合計 35（100％） 211（100％）
注 カッコ内は全体の出現回数に占める割合を示す
表2 感謝の機能を持つ謝罪表現の発話状況
言語 発話者性別 人間関係
上下 親疎
（1） 日 女 上 ソト
（2） 日 男 下 ウチ
（3） 日 男 対等 ソト
（4） 日 女 下 ソト
（5） 日 女 下 ソト
（6） 日 女 上 ソト
（7） 日 女 上 ウチ
（8） 日 女 上 ソト
（9） 英 男 対等 ソト
これは『となりのトトロ』で夜遅く帰ってくる父親のためにバス停まで傘を持って迎えにいき，長時
間待った娘に向かって言われた表現であり，相手の負担が他の例に比べても非常に大きい場合であっ
た。また，英語でも1例，感謝の状況で謝罪表現が使用されており，これは三宅（1993）が言うよう
に感謝の場面ではどの言語においても相手への負担を気遣う気持ちが含まれている可能性を裏付ける
ものである。また，日本語資料で感謝の意味の謝罪表現を使用した8例のうち6例が女性，2例が男
性が話し手であり，女性の方が使用例が多いようにみられるが，データ数が少ないため結論は今後の
調査を待ちたい。
次に大きな差が見られるのは「軽微なマナー違反」，「聞き返し」，「注意喚起」，「前置き」の4カテ
ゴリーで使用されている謝罪定型表現である。これらは，発話行為論で言うところの謝罪とは少し異
なり，社会生活をスムーズに行うための潤滑油として使用されるマナーとしての謝罪表現であるが，
明らかに英語での使用が多いことが分かる。これら4つのカテゴリーを合計したものは英語で全体の
30.8％にあたる64例あったのに比較し，日本語では11.4％にあたる4例に過ぎなかった。これらの
表現は「意味のない，決まりきった表現」（直塚 1980,p.47）で，・rathermechanical,conventional・
（Bean& Johnstone1994,p.78）であり，謝罪表現以外にもそれぞれの言語に存在するが，その使用
には文化間で差がみられ，ときには感情的な反発を起こす原因にもなっている。直塚が例として出し
ているイギリス人の夫人は，体が接触したときに日本人が謝罪表現を使わないことに対して非常な苛
立ちを感じていた。今回の調査でも，英語資料では社会的マナーとしての謝罪定型表現の使用が多く
観察されたが，日本語の謝罪表現は主に謝罪と感謝の機能を持つもので，社会的マナーとしての謝罪
表現は英語と比較すると使用頻度は少ないという結果が得られた。
次の違いは「同情遺憾」の機能を持つ謝罪表現である。英語のsorryの語源は自分の痛みを表
すsoreであり（OxfordDictionaryofEnglish,SecondEdition2005），自分の行為で相手に被害を与え
たことに対する自分の心の痛みを表す場合には謝罪表現として用いられるが，それと同時に自分の行
為とは無関係に相手の状況に同情する場合，また自分の過去の行為を悔いる場合にも使用される。今
回の調査でも英語において「同情遺憾」の機能での使用が多数出現していた。これに対して，日本
語の謝罪表現は相手にかけた負担被害に対して許しを求める表現であり同情遺憾を表明するため
には使用されないため，今回の調査でも使用例は認められなかった。
「依頼の前置き」としての謝罪表現は日本語でのみ出現した。これまでの先行研究でも日本語では
「依頼の前置き」の機能を持つ謝罪表現があるが，英語ではこの機能での謝罪表現の使用は報告され
ておらず（Bean& Johnstone1994;大谷 2000;佐藤 2011），今回の結果と一致している。
3.2 オリジナル言語版と吹き替え版の比較
3.2.1 オリジナル版に出現して吹き替え版に出現しない謝罪表現
オリジナル言語版で出現した謝罪定型表現はそのまま対応する謝罪表現として吹き替え版でも出現
している場合が多いが，謝罪表現が使用されない場合もしばしばあった。表3は日英オリジナル版で
出現した謝罪表現のどのくらいがそれぞれの吹き替え版でも謝罪表現として翻訳されていたかを示し
たものである。特筆に値するのが謝罪機能を持つ謝罪表現であり，日本語オリジナル版の英語吹き替
え版ではほとんど100％対応する謝罪表現が出現している一方で，英語オリジナル版の日本語吹き替
え版では87.0％の出現率にとどまっている。これはつまり，英語では謝罪表現を使って謝罪をして
（16）
いる場面で，日本語では謝罪表現が使用されていないことを示す。BarnlundandYoshioka（1990）
は日米の謝罪比較を質問紙調査によって行い，日本人は米国人に比べて謝罪定型表現を使用して謝罪
する傾向がより強いことを報告しているが，今回の調査ではその反対の結果となった。
「謝罪」機能において，英語オリジナル版では謝罪表現が出現しているのに日本語吹き替え版では
謝罪表現が無い例は全部で16例あり，表4にその発話状況を示した。以下，表4に示された実際の
会話例を見ながら考察を進めていきたい。
下に示す5つの例は相手への被害が比較的小さい場合に，英語では謝罪表現が使われているが，日
本語では省略されているケースである。
（1）［相手に個人的な質問をし過ぎると弟にたしなめられて］
Nora: Sorry,sorry,sorry.Wearebuddiesalready.
あら～，他人行儀なこと言わないでちょうだい
（BrothersandSisters,Episode3,30:53）
（6）［レストランで暗い顔をしていると気遣う友人に］
Nora: I・m sorryI・m pathetic.
何だか悲しくて
（BrothersandSisters,Episode14,25:26）
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表3 吹き替え版での謝罪表現の出現
日本語資料 英語資料
オリジナル版
英語吹き替え版
謝罪表現出現率
オリジナル版
日本語吹き替え版
謝罪表現出現率
謝罪 23 22（95.7％） 123 107（87.0％）
感謝 8 0 （0％） 1 1（100％）
同情遺憾 0 0 23 2（8.7％）
聞き返し 0 0 6 2（16.7％）
注意喚起 0 0 2 0 （0％）
軽微なマナー違反 0 0 35 33（94.3％）
前置き 依頼 2 1（50％） 0 0
断り 2 2（100％） 9 4（44.4％）
反対意見 0 0 7 3（42.9％）
その他言い難い事柄 0 0 5 0 （0％）
合計 35 25（71.4％） 211 153（72.0％）
（9）［母親から渡された Tシャツが小さすぎて］
Sarah: Sorry,Mom.
ダメだわ
（BrothersandSisters,Episode19,20:38）
（12）［飲み物がジンジャーエールしかなくて］
Rebecca:Sorry,alwehaveisgingerale.
ジンジャーエールしかないけど
（BrothersandSisters,Episode21,21:01）
（16）［ぶつかって帽子を落としてしまった Mr.Potatoheadに］
Hamm: Sorrythere.
残念だったな，色男
（ToyStory,12:39）
英語では定型表現としてのsorryが使われているが，日本語の吹き替えでは冗談めかしたせりふ（1）
（16）になっていたり，あるいは単に状況を説明するだけ（6）（9）（12）で終わっているのが分かる。
聞き手の被害が比較的大きな場合にも日本語吹き替えには謝罪表現が無い例も複数観察されたが，
以下その例の幾つかを示す。
（18）
表4 日本語吹き替え版で謝罪定型表現が欠如している発話状況
発話者 人間関係
性別 上下 親疎
（1） 女 対等 ウチ
（2） 女 下 ソト
（3） 女 対等 ソト
（4） 女 対等 ウチ
（5） 男 対等 ウチ
（6） 女 対等 ウチ
（7） 男 下 ウチ
（8） 男 対等 ウチ
（9） 女 対等 ウチ
（10） 男 対等 ウチ
（11） 女 対等 ウチ
（12） 女 対等 ウチ
（13） 女 対等 ウチ
（14） 男 上 ソト
（15） 男 対等 ウチ
（16） 男 対等 ウチ
（4）［自宅の改装の工事を自分の都合で中途で断ることになって］
Nora: I・m justsorry.Alyourwork.
でもあなたがせっかくこんな....
（BrothersandSisters,Episode8,6:47）
（7）［仕事が忙しくてどこにも連れていけない子供たちに］
Robert:I・m sorryyouandyourbrotherarestuckherealday.
お前たちをどこにも連れていけなくて....
（BrothersandSisters,Episode17,17:29）
（11）［不仲になっている夫に向かって］
Sarah: Listen.I・m sorryifI・vemadeyoufeellikeeverythingisyourfault.
今までのこと，あなたにばかり責任を感じさせてた....
（BrothersandSisters,Episode20,18:48）
これらの例のように，日本語の吹き替えでは謝罪の原因を述べるだけで文の語尾を曖昧にし，謝罪表
現そのものを使用しない場合が多かった。これはカノックワン（1995）が実際の日本語会話の断りに
ついて調査した結果とも一致するものである。カノックワンの調査は実際の電話での会話を録音した
データに基づいているが，日本語の断りでは理由のみを述べるケースがもっとも多いことを報告した。
カノックワンはこの結果は日本語の構造にも原因があるが，それと同時に話し手が断りの表現を回避
することで相手への負荷をかけないようにしているネガティブフェースのストラテジーであること
を示唆している。断りが聞き手のネガティブフェースを脅かす行為とされているのに対し，謝罪は
主に話し手のネガティブフェースを脅かす行為とされているが，それと同時に潜在的に聞き手のネ
ガティブフェースを脅かす行為でもあるとされている（Brown& Levinson1987）。日本語吹き替え
版で直接的な謝罪表現を回避する例が複数出現していることは，自分のネガティブフェースを脅か
す行為を避けると同時に相手への配慮行動でもある可能性を示している。
また，日本語吹き替え版に謝罪表現が出現しなかったのは全部で16例だったが，そのうち15例ま
では聞き手が話し手と対等か下の立場であった。カノックワン（1995）の調査では断り表現が回避さ
れているのは聞き手が話し手と対等か上の立場であることが報告されており，今回の調査とは相反す
る結果となっている。カノックワンの調査も今回の調査もデータ数が少なく，人間関係（親疎，上下）
が謝罪表現の回避にどのような影響を及ぼすかはこれからのさらなる調査が必要である。
「聞き返し」，「注意喚起」，「前置き」では日本語吹き替えで対応する謝罪表現の出現率は低かった
（0％～44.4％）。これは前述の日英オリジナル言語版における機能別出現率の比較でも同様な結果が出
ており，日本語ではこれらの機能で謝罪表現をすることが英語よりも少ないことが分かる。しかし，
「聞き返し」では2例，「断りの前置き」では4例，「反対の前置き」では3例，日本語でも謝罪表現
が出現しており，これが何に影響されているかを考察するためにそれぞれの発話状況を分析した。話
し手と聞き手の人間関係（上下，親疎）では特筆に値する差異は見受けられなかったが，謝罪表現が
出現した全ての例で発話者が女性であるという結果になり統計的にも有意な差であった（χ2＝5.218,
（19）
df＝1,*p＜0.05）（表5）。女性は男性に比較して配慮言語行動としての謝罪表現を使用する頻度が多い
という可能性を示唆している。
英語オリジナル版で「聞き返し」，「注意喚起」，「前置き」の機能で謝罪表現が使用されている場合
には日本語吹き替え版での謝罪表現出現率は低かったが，同様に社会生活での潤滑油的な機能を果た
している「軽微なマナー違反」では日本語吹き替え版での謝罪表現の出現率は94.3％と非常に高い。
前述のように，英語オリジナル版では家族間や友人同士で軽微なマナー違反の際にsorryやexcuse
meを頻繁に使用するが，日本語オリジナル版ではこの機能での謝罪表現は出現していない。日本語
ではこのような軽微なマナー違反の際に謝罪表現を使用しないことが一般的だとすると，日本語吹き
替え版での謝罪表現の出現率も低くなるはずだが，結果は非常に高い出現率だった。実際に例を見な
がらその理由を考察したい。
1.［母親（Nora）との会話を外出のために打ち切るときに］
Kitty:Soifyouwilexcuseme...
だから失礼させてもらって...
（BrothersandSistersEpisode12,11:11）
2.［仕事から早く帰宅し，夫がギターを教えている居間に入って］
Sarah:I・m sorryIdidn・trealizeyouhadalesson,Joe.
ああ，ごめんなさい，レッスン中とは知らなかったから
（BrothersandSistersEpisode12,12:48）
3.［パーティで話の輪から外れるときに，妹と姪の恋人の上院議員に］
Saul: Excuseme.Ijustwanttoseehoweveryone・sdoing.
失礼，私はちょっと向こうの様子を見てきます
（BrothersandSistersEpisode13,18:49）
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表5 日本語吹き替え版での謝罪定型表現有無と話し手の性別
謝罪表現 謝罪表現
（有無）
話し手の性別
男 女
有 聞き返し 0 2
断りの前置き 0 4
反対の前置き 0 3
合計 0 9
無 聞き返し 1 3
断りの前置き 2 3
反対の前置き 2 2
合計 5 8
4.［話をしている最中に携帯電話が鳴り，それに出るときに友人に向かって］
Jason:Excuseme.Thehospitalcaling.
ちょっと失礼，病院からだ
（BrothersandSistersEpisode19,19:40）
日本語吹き替え版を見ると，家族間，友人間の会話としては非常に丁寧な印象である。これらの例
を採集したBrothersandSistersは米国ロサンゼルスに住む中上流層の家族を登場人物にしている
ため，翻訳者のイメージの中でそれに合うようなせりふが作られ，実際の現代日本語の使用例とは異
なる発話になっている可能性もある。吹き替え翻訳をする場合には目標文化に即した形に馴化させる
「同質化」翻訳と，起点文化の異文化的性質をそのまま翻訳に保持する「異質化」翻訳がある（Venuti
1995）。この二つの翻訳ストラテジーは混在しており，北島（2014）は英語でお互いにファーストネ
ームで呼び合う文化はそのまま日本語の翻訳に保持されている（異質化）が，その他の英語文化は日
本文化に沿うような形で翻訳されている（同質化）ことを報告している。今回の調査でも，「軽微なマ
ナー違反」の謝罪定型表現は，それが使用された米国中上流社会の文化をそのまま維持する形で異質
化翻訳をされた可能性がある。
日本語の謝罪表現には「同情遺憾」の機能は無いため，日本語吹き替え版での謝罪表現出現率は
非常に低い。日本語で謝罪表現が出現したのは2例だったが，その双方で相手の被害が自分の責任で
はない場合に，相手への配慮行動として謝罪表現を使用している場合だった。
3.2.2 吹き替え版に出現してオリジナル版に出現しない謝罪表現
これまではオリジナル版に謝罪定型表現が使用されているが吹き替え版には出現しない例を分析し
てきたが，表6では反対に吹き替え版にのみ謝罪定型表現が出現した回数を機能別に示した。データ
数が少ないため，統計的な有意差は出なかったが，英語資料に比べて格段に時間数の少ない日本語資
料の英語吹き替え版に，より多くの謝罪定型表現が出現していることが分かる。また，「謝罪」「聞き
返し」「注意喚起」「軽微なマナー違反」，依頼を除く「前置き」で英語吹き替え版のみに謝罪表現が
出現しており，これはこれまでの調査結果と一致している。
「謝罪」の機能において，日本語オリジナル版で謝罪表現が出現しないのに英語吹き替え版で謝罪
表現が使用されているのは5例だったが，全ての例が日本語では謝罪の原因を述べるだけで文の語尾
を曖昧にし，謝罪表現そのものを使用しないものであった。これは，自然な日本語では謝罪表現その
ものを直接使用せずに，非言語やパラ言語を使用し謝意を表しつつ語尾を曖昧にするストラテジーが
使用されることが多いが，英語では明示的な謝罪表現が必要とされていることを示している。この結
果はこれまでの分析結果とも一致するものであった。また，全ての例において聞き手が話し手よりも
下の立場にあったことも前述の分析結果と一致するものである。
1.［朝，弁当の支度を忘れて，慌てた様子で娘のサツキに］
父: しまった，すっかり忘れてた
I・m sorryIcompletelyforgot.
（『となりのトトロ』25:29）
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2.［遅れてしまい，雨の中バス停で待っていた娘たちに］
父: 電車が遅れてね，バスに間に合わなかったんだ
I・m sorry,butthetrainwaslate.That・swhyImissedthefirstbus.
（『となりのトトロ』54:30）
3.［ヒン（犬）の歩くペースに追い付けずに］
ソフィー:歩くよ，ヒン，歩くから
Sorry,Heen,I・m tryingtohurry.
（『ハウルの動く城』1:47:59）
4.［キキが受け取りに来たが，まだ届けてもらうはずのパイが焼けておらず］
奥様: それがね，届けてもらうはずのお料理がまだ焼けてないのよ
I・m sorry,butthatspecialtreatyouaresupposedtodeliverisn・treadyyet.
（『魔女の宅急便』53:41）
5.［同上］
奥様: あなたには無駄足をさせてしまったわね
Ijustfeelawfulhavingyoucomeherefornothing.
（『魔女の宅急便』54:13）
（22）
表6 吹き替え版にのみ出現した謝罪定型表現
日本語資料
英語吹き替え版
英語資料
日本語吹き替え版
謝罪 5 0
感謝 0 1
同情遺憾 0 0
聞き返し 1 0
注意喚起 4 0
軽微なマナー違反 4 0
前置き 依頼 0 1
断り 4 0
反対意見 0 0
その他言い難い事柄 0 0
合計 19 2
4.結 論
この研究では日英の謝罪定型表現の機能別使用状況を，1）オリジナル版同士での使用状況比較，
2）オリジナル版と吹き替え版の比較，の2つの方法で調査したが，以下の2点で一致した結果が見
られた。
1.日本語と英語では謝罪定型表現の機能が異なる場合がある。日本語では感謝の機能に謝罪表現が
使用される頻度が英語に比較して非常に多い。その一方で，社会生活上の潤滑油としての機能
（「聞き返し」「注意喚起」「軽微なマナー違反」，依頼を除く「前置き」）を持つ謝罪表現は英語での使用
頻度が大きい。「同情遺憾」の機能は英語のみに出現した。
2.日本語において発話行為論で言うところの謝罪を行う場合には，謝罪定型表現を回避して，語尾
を曖昧にしながら原因のみを述べる場合がある。
また，話し手と聞き手の人間関係（上下，親疎）が謝罪定型表現の使用にどのような影響を及ばす
かについても下の結論を示唆するようなデータが得られたが，今回の調査ではデータ数が少なかった
ため，結論には至っていない。これらについては将来のさらなる調査が必要である。
1.日本語において，感謝の機能に謝罪表現を使用するのは聞き手が自分より上の立場か，あるいは
ソトの立場の人間である。
2.日本語において，謝罪発話行為の際に謝罪定型表現を回避するのは相手が自分と対等か下の場合
である。
「日本人は謝りすぎる」というイメージは強く，それを裏付けるような文献も多い（Barnlund&
Yoshioka1990;直塚 1980;高木 1996;八代世良 2010）。感謝の機能で使われる日本語の謝罪表現をそ
のまま英語に直訳してしまった例がよく挙げられるように，「謝りすぎる」という印象は日本人の言
語行動の一部を正しく表していることは間違いないが，このようなステレオタイプ的な理解は異文化
接触における問題につながる危険性もある。重光村田津田（2006）は英語圏滞在経験のある日本
人を対象に行った質問紙調査で「・sorry・を連発する」という回答があった一方で，「『ごめんなさ
い』が言えない」という回答もあったことを報告し，英語では自分に責任があったときにしか謝らな
いといった英語の謝罪に関する知識を過剰に適用した結果であろうと考察している。また，質問紙調
査をデータ採集の手法とした調査の多くで，日本人は他の言語文化を持つ話し手よりも直接謝罪をす
る傾向が強いという結果が出ているのも，このようなステレオタイプ的なイメージがすでに回答者の
頭の中に存在しているからという見方もできよう。
今回の調査でも明らかになったように，英語のほうが潤滑油となる決まり文句としての謝罪表現は
頻繁に使用しており，日本人が日本語の語用論上のルールをそのまま英語に転移させた場合には「失
礼な日本人」といった印象につながる可能性がある。さらに，日本人は謝罪表現そのものを回避して
謝罪行動を行う場合があり，これをそのまま英語に直訳した場合には「謝らない日本人」という印象
につながる危険性もある。自文化及び他文化におけるこういった言語行動の複雑さを理解することは
（23）
異文化コミュニケーションを円滑に行うために不可欠である。
今回の調査はあくまでも脚本家，翻訳家の抱いている言語イメージをデータとしたもので，それが
実際の運用とは異なっている可能性も否定できない（水本 2010;下條 2007）。また，こういった謝罪
表現の研究でよく使用される質問紙，ロールプレイなどによるデータ収集も実際の言語運用を必ずし
も正確に反映しないことも多くの研究者から指摘されている（Dornyei2003;Hal2008）。この分野で
の研究をさらに進めるためには実際の言語運用を文脈の中で客観的に観察する試みを続けることが必
要であろう。
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